
 

 

ZIPCを要として進化する富士通の 
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富士通(株)とキャッツ(株)ZIPC との連携の背景： 

ここまでのあらすじ 

富士通(株)は、10 年程前の SA/SD（構造化分

析／構造化デザイン）CASE ツールの一大ブー

ムの際、富士通(株)独自で開発した CASE ツー

ルを提供していました。しかし，SA/SD はリア

ルタイム系に向いておらず，いつしか SA/SD

主体の CASE ツールブームは去っていきまし

た。しかしそのなかで、状態遷移表 CASE の

「ZIPC」は生き残っていました。 

一方、依然、我々のお客さまも、Softune の

アセンブラや C レベルより上流の設計ステー

ジで有効なツールを探しておられました。 

依然、我々のお客さまも、Softune の

アセンブラや C レベルより上流の設計ステー

ジで有効なツールを探しておられました。 

こうした背景のなか、我々富士通(株)が展示

会やお客さまからのご要望などを通して着目

した ZIPC の利点は次の点でした。 

こうした背景のなか、我々富士通(株)が展示

会やお客さまからのご要望などを通して着目

した ZIPC の利点は次の点でした。 

  

（１） 状態遷移表により処理モレのない設計

ができる 

（１） 状態遷移表により処理モレのない設計

ができる 

（２） 拡張階層化状態遷移表により構造化設

計ができレビューしやすい 

（２） 拡張階層化状態遷移表により構造化設

計ができレビューしやすい 

（３） ZIPC－VIPによるビジュアルI/Oシミュ

レータがある 

（３） ZIPC－VIPによるビジュアルI/Oシミュ

レータがある 

 

こうして富士通(株)は、1998 年に開発環境

Softune とキャッツ(株)の ZIPC を連携させま

した。(図 1参照) 

こうして富士通(株)は、1998 年に開発環境

Softune とキャッツ(株)の ZIPC を連携させま

した。(図 1参照) 

 

 

 

これがいわば第ニ期の連携と言えますが、さ

らにオブジェクト指向という第三の波をとら

え、富士通(株)の Softune 連携ソリューション

これがいわば第ニ期の連携と言えますが、さ

らにオブジェクト指向という第三の波をとら

え、富士通(株)の Softune 連携ソリューション
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図 1 ZIPC - SOFTUNE 連携 



 
はさらなる進化を行っています。 

 

 

高品質開発のための組織構造： 

ピラミッドサミットリンクモデル 

前述のように、富士通(株)は Softune の

C/ASM レベル以上の設計ステージを ZIPC の状

態遷移表で設計できるソリューションを開発

したことで、組み込みプログラムの実装レベル

の開発プロジェクトに対しては、高品質・高効

率の開発環境をご提供できるようになりまし

た。 

しかし、21 世紀の開発環境は、このソリュ

ーションだけでは不十分であると考えていま

す。今後は、エンドユーザ様が望む製品は何か

を分析し、その製品を開発するために、 

全社組織的に 

高効率／高品質に 

開発できる必要があります。これを実現するた

めの組織構造として富士通(株)は「ピラミッド

サミットリンク」という開発体制モデルをイメ

ージしています。（図 2参照） 

企業内（A社）のなかには、いくつかの小さ

な開発プロジェクト（X，Y，Z，，，）があり，そ

れぞれプロジェクトリーダを頂点とするピラ

ミッド構造となっています。ピラミッドのなか

の各ステージには、上層から下層に向け順に、 

 

（１） システム全体を分析・設計する「アー

キテクト」 

（２） 実装レベルの設計を行う「デザイナ」 

（３） コードを実装デバッグする「プログラ

マ」 

 

が存在します。これは別の視点で言うと上層か

ら順に、「ベテラン」「中堅」「フレッシュマ

ン」と言う事ができます。 

この企業の外には顧客様がおり、顧客は個人

（エンドユーザ）の場合もありますし、発注側

の企業組織（B社）のこともあります。また、
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図 2  ピラミッドサミットリンク・モデル 



 

 

企業内にも開発部門以外の部門、例えば営業部

門などのピラミッドも存在します。 

  これからの組み込みソフト開発においては、

顧客の要求を分析し、各プロジェクト間での仕

様検討や同期開発を行い、また各プロジェクト

内では上流から下流に向け仕様が首尾一貫し

て流通し、効率よくプログラム開発できなけれ

ばいけません。 

これらの要求に答えるためには、開発組織ピ

ラミッドの頂点のステージには、頂点同士がリ

ンクして意思疎通できる手段・手法が必要にな

ります。また、この手段・手法は頂点ステージ

で決まった仕様をピラミッドの下層ステージ

に展開してプログラム開発できることも必要

となります。またこうして出来上がったプログ

ラム自体は他プロジェクト（他プログラム）か

らの影響を受けにくい部品となっていて、拡張

性や再利用性に優れている必要があります。 

以上の要求を満たすためには、開発組織ピラ

ミッドの頂点にはオブジェクト指向（OO）を適

用させるのが有効と考えます。 

アーキテクトステージでは、UML（ユニファ

イドモデリングランゲージ）やステートチャー

ト（状態図）などの手法を用います。UML は、

C や C++などに比べ圧倒的に理解できる人の数

が増えるため、UML を使うことで製品の仕様、

設計は見通しのよいものにできます。また、UML

は実装レベルより、主に顧客要求レベルを表現

できるドキュメント手法であるため，顧客や営

業部門や他の開発部門などのピラミッドの頂

点との意思疎通が行いやすくなります。また、

ピラミッド内での上流から下流への意思疎通

や技術伝達もやりやすくなるため、ピラミッド

全体の技術スキルも向上します。フレッシュマ

ンが中堅、ベテランへと成長することにも合っ

た、成長するピラミッド、成長する企業、のた

めのモデルと考えます。 
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富士通(株)が提案する「これからの組

み込みソフトウェア開発環境」 

前述した考えにそって富士通(株)がご提供

する Softune 連携ソリューションは次の通り

です。（図 3参照） 

 

Softune を下流に置き、その上に上流、中流

ステージを配置し、それぞれ、オブジェクト指

向の UML 手法と状態遷移表手法を用います。 

オプション・ソリューションの位置づけとし

て、主に車業界向けの StatemateMAGNUM および

OSEK（RTOS）ソリューションもご用意していま

す。また、富士通(株)独自の取り組みとして

3D-CAD との連携ソリューションである FJVPS

／HIL もご用意しています。 

 

各ステージで採用している具体的なツール

と国内でのサポート会社名は下記の通りです。 

 

（１） Softune（富士通(株)） 

→ MCU、ICE、評価ボード、コンパイラ、

デバッガ 

（２） 状態遷移表および 2 次元パネル I/O：

ZIPC および ZIPC VIP（キャッツ(株)） 

→ セミナ・コンサルティング：キャッツ

(株) 

（３） UML(ユニファイドモデリングランゲー

ジ ) ： Rational Rose （ 米 Rational 

Software Corporation、日本ラショナ

ルソフトウェア(株)） 

→ セミナ・コンサルティング： (株)オー

ジス総研 

（４） 3 次元仮想設計支援シミュレーショ

ン：FJVPS/HIL（富士通(株)） 

→ サポート・コンサルティング：富士通

(株)、富士通デバイス(株)、および(株)FFC 

→ データ解析、ブロック線図、状態遷移

図：MATLAB・Stateflow（米 The MathWorks 

Inc.） 

（５） 状態遷移図： StatemateMAGNUM （米

I-Logix Inc.） 

→ セミナ・コンサルティング：伊藤忠テ

クノサイエンス(株) 

図 4  状態遷移表のメリット 
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（６） OSEK-OS、CAN 解析：osCAN/CANoe（独

Vector Informatik GmbH.） 

→セミナ・サポート：ベクタージャパン(株) 

 

ZIPC の必要性 

図をみて分かる通り、富士通(株)のソリュー

ションはほとんどすべて ZIPC を経由するよう

になっています。なぜ ZIPC なのかについては、

一言で言って、設計のモレ・ヌケをとるため、

です。(図 4参照) 

図 4 は状態遷移図で書いたものを状態遷移

表で書き直した例です。このように簡単な例で

も「?」のところが考えモレとなっています。 

アーキテクトが用いる手法（UML）は、プロ

グラムの構造を考えることから一旦離れ、要求

分析レベルのシステム設計を行うことが主目

的です。そのため、ここでできた設計書の内容

をそのまま最下流のプログラマ実装レベルに

持ってこようとした場合、モレ・ヌケが多数含

まれてしまいます。このままでは結局はモレの

大部分をプログラマが勝手に設計してしまい、

アーキテクトの意思の伝わっていないものと

なってしまいます。この理由から、顧客要求を

分析するアーキテクトと実装するプログラマ

の間のギャップ、つまり、「モレ・ヌケ」をと

るために中流の ZIPC を経由するソリューショ

ンとなっています。 

 

以降では、それぞれのソリューション項目に

ついて簡単に内容を説明いたします。 

 

Softune V3/V5 の主な特長 

Softune は、16 ビット MCU の F２MC-16 ファミ

リと8ビットMCUの F２MC-8Lファミリ用にV3、

32ビット RISCチップのFR用に V5をご用意し

ています。Softune そのものも進化しており、

1999 年に発売した Softune V5 には C++コンパ

イラと C++チェッカ、C++アナライザを搭載し

ています。 

他社の開発システムと比べて特徴的と考え

る機能のみを箇条書きしておきます。 

 

（１） デバッガ、エディタ、コンパイラを密

結合させた統合開発環境 

（２） 富士通(株)の技術をフルにつぎ込んで

開発した高性能な C/C++コンパイラ 

（３） コンパイラ技術を応用した C/C++チェ

ッカ、C/C++アナライザ 

（４） RTOS アナライザ、RTOS コンフィグレー

タなどによる ITRON（および OSEK）の

開発支援 

（５） ソース世代管理ツール(Visual Source 

Safe、ClearCase、PVCS など)との連携 

（６） 外部エディタ(秀丸、WZ、MIFES、ViVi、

その他)とのエラージャンプ連携 

（７） 日英同梱のセットアップCD-ROMでの日

英版同時リリース(メニュー、ヘルプ、

マニュアルについて日英対応) 

（８） ZIPC などとの Softune 連携ソリューシ

ョンの充実 

 

UML との連携： 

ROSE-ZIPC-Softune 連携 

システムの分析／設計レベルまでは、UML 手

法を使います。 

顧客要求を ROSE のユースケース図やシーケ

ンス図、クラス図、状態遷移図、などのドキュ

メントで表現し、それを使ってプロジェクト内

またはサミット同士でレビューを繰り返し行

うことで意思疎通ができ、整理され部品化され

た合意仕様ができあがります。(図 5参照) 



 

 

ZIPCの状態遷移表・図へコンバート 

ユースケース

シーケンス

クラス図 

状態図 
(状態遷移

図 5  オブジェクト指向による上流設計: ROSE との連携

つぎに実装のための設計ステージでは ZIPC

を使用します。ROSE で作成したドキュメント

のなかの状態遷移「図」を ZIPC の状態遷移「表」

へ ZIPC－ROSE コンバータを使用して変換しま

す。状態遷移表により、状態図ではモレ・ヌケ

していた状態／イベントの組み合わせについ

てもモレなく設計が行えます。このステージで

は状態遷移表レベルでのシミュレーションデ

バッグも行います。 

こうして出来上がった状態遷移表からいよ

いよ Softune でのコード実装デバッグのステ

ージに入ります。富士通(株)の Softune では、

他社の ZIPC 連携にはない機能として、ZIPC ジ

ェネレータから生成されたＣソースを自動的

に Softune のプロジェクトとして登録する機

能が組み込まれています。これにより ZIPC か

ら多数のファイルとして生成される C ソース

を簡単に間違いなくプログラマステージに持

って来られるため、スムーズな連携開発が行え

ます。Softune を使ってコードを追加開発し、

シミュレータデバッガまたは、ICE と実機でデ

バッグを行います。デバッグの際には、ZIPC

の状態遷移表と連動させたブレークポイント

の設定やステップ実行が可能です。 

 

合同セミナ、サンプル、手順書の提供 

  前節で、顧客要求を分析／設計し、コードに

実装するまでの手順を説明しましたが、実際に

は ROSE，ZIPC，Softune というツールを揃えた

だけでは開発は進みません。各ステージで使用

する手法のサポートと、各ステージ間の移行に

関するサポートが必要となります。これに対

し、富士通(株)では，キャッツ(株)、(株)オー

ジス総研の各社と協力した次のソリューショ

ンをご提供します。 

 

（１） ROSE-ZIPC-Softune のサンプルコード

と連携手順書 

ROSE-ZIPC-Softune のサンプルコードを

(株)オージス総研、キャッツ、富士通デバ

イス(株)、富士通(株)で協力して作成した

ものをご用意しています。また、このサン



 

 

図 6  合同セミナでも使用する ROSE-ZIPC-SOFTUNE 連携サンプル 

プルを使って Softune と上流のツールと

の連携の手順書を富士通(株)でご用意し

ています。これらはいずれ Softune に添付

して配付する予定です。このサンプルと手

順書により、富士通(株)のお客さまの

ROSE や ZIPC 導入がスムーズになります。 

3D-CAD との連携：FJVPS/HIL 

富士通研究所で開発した FJVPS（Fujitsu 

Virtual Product Simulator）は、3 次元 CAD

データと連携してメカ・シミュレーションする

ソフトウェアです。（図 7参照） 

市販の 3D-CAD ツールで作成したメカ機構モ

デル（例えば CD チェンジャ）の CAD データを

取り込み、立体的に、 

（２） 合同または各社セミナやコンサルティ

ング 

 UML セミナ：(株)オージス総研 
 

 ZIPC セミナ：キャッツ(株) 
－ 操作性検証 

 Softune/C/ICE/MCU セミナ：富士通

(株)（および富士通デバイス(株)） 
－ 機構シミュレーション 

－ 動的干渉チェック 
Softune 連携のサンプルを使用しての三

社合同セミナやコンサルティングにも対

応予定。(図 6 参照) 
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表に変換するソリューション（コンバータ）を
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のマイコン（F２MC-16LX、FR）をご提供してい

ます。その開発環境として Softune に加え、ベ

クタージャパン(株)の CANoe，CANape などのツ

ールも使っていただいています。また、CAN 関

係のRTOSとしてOSEKがありますがこれもベク

タージャパン(株)の osCAN をご提供していま

す。今後は、これらのソリューションと

Softune および ZIPC の連携をより密にして、

お客さまがより効率よく開発が進められるよ
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状態遷移表・図解析システム 
   （ ＺＩＰＣ, ＭＡＴＬＡＢ／Ｓｔａｔｅｆｌｏ

）

機構モデル（FJＶＰＳ） 

連

動

＜異物による引っ掛かり＞

＜リトライ動作＞
干渉検出 

図 7  FJVPS と ZIPC の連携 



 

 

う、キャッツ(株)、ベクタージャパン(株)とも

協力してソリューションを開発することを検

討していきたいと考えています。 

 

まとめ 

  このように富士通(株)では、お客さまの

開発効率アップと品質作り込みに役立つソリ

ューションを ZIPC との連携を「要」として取

りそろえております。本ソリューションは、単

にツールだけのご提供ではなく、セミナ・コン

サルティングを含めたものです。このソリュー

ションの遂行にはキャッツ(株)をはじめとす

る各社との協力が重要です。富士通(株)は、関

連会社である富士通デバイス(株)、および、

(株)FFC を含めた体制で本ソリューションを

強力にバックアップし、キャッツ(株)はじめ関

連各社と協力して、顧客満足第一のソリューシ

ョンをお客さまにご提供していきたいと考え

ております。今後とも Softune および ZIPC を

よろしくお願いします。 

 

（いがらし じゅん） 

 

 


